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2S・DpO3 　化合 物 の 構 造情 報 を必要 と しな い 食品 成 分 の 網

羅的 な機能性 評価法
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食 品 の 生体 調節 作用 に 関す る研 究は 国 際的 な規模で 展 開され っ っ あ るが、
食 品成 分 の 多様 な生 理機能 を評価す るために は、生理機能 ごとに 個別 の試

験 を実施す る必 要があ り、多 くの 労力 と時間を要す る。そ こ で 我   は、食

品の 複数の 生理 機能 に っ い て 複数の 測定系を 用 い て 評価す るの で は な く、
一

度の ウエ ッ トな実験 に よ る デ ー
タか ら複数の 生 理 機能 をin　sitic・で 推定 す

る こ と を試み て い る。
機能 を推 定 す る方 法 と して は、機構 論 的 モ デ リ ン グ法 と経 験 論的 モ デ リ

ン グ 法と が あ る ．前 者は、化合 物の 性質 と生理 機能 と の関係が 明 ら かで な

け れ ば な ら ず、食品 の 生理 機能の よ う に高次 の 複雑系 にお ける現象 に は適

応 しに くい 。これに 対 して 後者は 、実験結果を通 して モ デルを構築す る た

め 、理 論的な取 扱い が出 来 ない 場合 に も適応可能で ある。例 と して 、薬 学

分野で 昔か らよ く研究 されて い る定量的構造活性相関 モ デ リン グが ある。
こ れは 、化 合物 の構 造を分子 記述子 として 数量化 し、生理機能 との 関係 を

多変量解析 す るもの だ。当然なが ら化 合物の 構造情報 が 明らか で なけれ ば

な らない 。しか し、食品成分の 生理機能を 評価す る際、必ず し も被験化 合

物 の 構造情 報が 明 らか で な い 場合が あ る．食品素材や 加工 品の 生 理機能 を

測 定する場 合、被験 物は 食品 か ら の 粗 抽 出物で あ り、つ ま り混 合 物 で あ る

こ と も 多 い 。そ こで 、我 々 は 食 品 成 分 と生 理 機 能 と を 直接 関連 づ け る の で

は な く、食 品成 分 に よ る細 胞 内 タ ンパ ク質の 発現 変動 と生理 機能 と の 間 を

閧 連づ け た 。こうす る こと で 、食品 成 分 の 化合物 と して の性質 構 造情報

等 ）が不 明 で あ っ て も細胞に 与え る影響 をデ
ー

タ化で きる。また、細胞 内

タ ン パ ク質 変動パ タ
ー

ン と複数 の 生理機能 との 関係 を モ デ リン グ で きれ

ば、タ ンパ ク 質発現量の 測定 と い う
．．．

つ の 実験 を行 う だ けで、計算に よ り

複数の 生理 機能 を 推定する こ と が 可 能と な る 。9kt， は 、人 工 ニ ューラ ル

ネ ッ トワ
ー

ク （ANN ）を 用 い て 、こう した 予測 問題 に 取 り組ん だ。
ANN は、脳神経回路の

一
部を単純 な数学的モ デル と して 再構成 したもの

で あり、非常に複雑なデータか ら意味のあ るパ ターン を抽 出す るこ とに 長

けて い る 。従来か ら金融や 気象の 分野で 盛ん に利用 されて い たが、食品生

化学分 野で の 応用 は さほ ど進んで い なか った。本発表 で は、9種類 の生 理

機 能を推定 可能 なANN モ デル の 構築を紹介 し、こ うした計算に よ る予測法

の 応用に っ い て 議論 したい 。

2S−DpO4　　超 臨界 流体抽 出 法 を活 か した残 留農 薬 迅速 分 析

　　　　　　　技 術の 現状 と展 望

　　　 　　　 ○ 安藤 孝
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日常生活 に密着す る食 晶の安 全性に対 する 国民の 関心 は 高 く、そ の評価方

法は、近年の 分析装置の 進歩に 伴って めざ ましく発展 して い る。
1990 年代 の

一
般 的 な分析法 で は 、数十種 類の 農薬検査 に 数週 間 を要 して

い た が 、農産 物 を生産す る 立場 か らは 、出荷す る前に 判定で き る よ う検査

時 間 を 短 縮 す る こ とが 求 め ら れ た 。また 、国 内 で 使用 され る農薬約 350種
類 を 可 能 な限 り網 羅 す る こ と も 重 要 で あ る n 当 試 験 場 で は 、これ らの 課 題

を 解決 すべ く、1996年か ら、独 自の ス ク リーニ ン グ分 析法 開 発 に 着 乎 し

た 。短時間 で 有機物 を抽 出 する 超 臨界流体 抽 出 法 に的 を 絞 り、農産物 の水

分が農薬抽 出に及 ぼす影響 の低 減や 、農産物の 色素や 油脂が農薬 と 同時 に

抽 出され る現 象の 抑制 に っ い て 研究を進め 、超臨界流体抽 出装置 を活か し

た農薬の 迅速抽出技術を確立 したe
更に は、改正食 品衛牛法、い わゆ るポ ジテ ィ プ リス ト制度 が2006 年 に施

行 され るこ とに 合わせて 、2003 年か ら、超臨 界流 体抽 出法で 抽 出困難 な農

薬の 分析法 と して 、LC 〆TOF −MS に よ る迅 速ス ク リ
ー

ニ ン グ法の 開発や、
LC／MS ／MS に よ る迅速定量 法の 確立 に 取 り組み 、各分析装骨の 長所 と短所

を 整 理 し、分析工 程を 最適化 した 。具体的 に は 、logPowが 2以上 の 農薬 の

み 、超 臨 界 流 体抽 出 法で 抽 出後、GC 〆MS で 測 定す る こ と と し、それ 以外

の 農 薬 にっ い て は、農 産物 を粉 砕 後 、有 機 溶 剤 で 希 釈 し、物 理 フ ィ ル タ ー
を 通す だ け の 抽出 で 、LC〆TOF −MS に よ る 定 性 分 析 を 行 い 、検出 され た農

薬 をLC 〆MS ／MS で 定量す る こ と と した。こ の 研究で 、県内流通農薬 を主体

に 、過 去 に 問題 の あった 農薬 など4eePt 類 の 農薬 分析 を2時間 で 完了で き

る 手法 を構築 した 。こ の 分 析手法に よ り、分析時間の 大幅 な短縮 を図るこ

とが で き、年間の 検査件数を 大幅に増加さ せ る こ とが 可能 に な った。そ し

て 、結 果 と して 、1件あ た りの 減価償却 費な どが 抑 え られ 、検査経費も軽

減す る こ とが で きた 。
しか しなが ら、約5万戸の 本県農業生 産者 か ら日 々 、収穫 ・出荷 され る 農

産物の 内、どれ くらい をサ ン プ リン グ して 検査すれば十分 なの か と い う課

題や、農業生 産の 集約 化や農産物流通の
．．．一

元化 に伴 い 、同 日 出荷 した全生

産者 の 検査の 必要性か ら 、1 日の 検査検体数40 件が将 来 目標と して掲 げら

れた 。こ れ は 、検査 ラ イ ン を2列整備 した 一ヒで 、1検体の 検査時間 を30 分に

まで 短縮 しな けれ ば な ら な い こ と に な る。史に 、分析 精度 の面 で は 、2007

年 に厚生 労働 省か ら、試験 法評価ガ イ ドラ イ ン が 示 され、食品監 視検 査に

限 らず 、農 産 物生 産 サ イ ドの 自主 検 査 に も、こ の ガ イ ドラ イ ン に 沿 った精

度 管理 が 求 め られ る こ と に な り、こ れ ま で に 開 発 して き た 2時 間 で 分析 す

る技術で は能 力不 足で ある こ とが 明 らか に な った。
本 シ ン ポジ ウム で は 、当試験 場が開発 し て き た 二宮崎方 式」 残留 農 薬分

訴 シ ス テ ム の 成果 や運 用の 実態を紹介 し、現在、自主検査 と して の 農薬分

析 に 何 が求 め られ てい るか を整理 しなが ら、超臨界流体利用技術 を中心と

した 新 しい 分析技 術を ど の よ うに 農業生産現場 に 活か して い くか 、実用的

な観 点 か ら技 術開 発 の 目指 す と こ ろ につ い て議論す る。
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